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4月号特集

特集にあたって：皮膚アレルギー疾患のbreakthrough 
　……………………………………大阪大学大学院医学系研究科情報統合医学皮膚科学講座教授　　片山　一朗
皮膚免疫アレルギーの研究：breakthrough 2018… ………………浜松医科大学皮膚科学講座教授　　戸倉　新樹
蕁麻疹治療のパラダイムシフト………………広島大学大学院医歯薬保健学研究科皮膚科学教授　　秀　　道広
食物アレルギーと口腔アレルギー症候群 
　………………………………………藤田保健衛生大学医学部講座外部門総合アレルギー科教授　　矢上　晶子
接触皮膚炎の改訂診療ガイドラインの展望 
　……………………………………東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科皮膚科学分野教授　　横関　博雄
アトピー性皮膚炎の治療：バリア異常と分子標的薬の接点 
　…………………………………大阪大学大学院医学系研究科情報統合医学皮膚科学講座准教授　　室田　浩之
重症薬疹診療のピットフォール……………………………………………………杏林大学名誉教授　　塩原　哲夫
膠原病治療のニューフェースと新規ガイドライン 
　……………………………………………福井大学医学部感覚運動医学講座皮膚科学研究室教授　　長谷川　稔
皮膚血管炎をどう診断し治療するか…………………………………目黒陳皮膚科クリニック院長　　陳　　科榮
乾癬新規治療薬の日常診療での位置づけ………………………高知大学医学部皮膚科学講座教授　　佐野　栄紀
自己免疫性白斑の新しい病因論と治療 
　……………………………………大阪大学大学院医学系研究科情報統合医学皮膚科学講座教授　　片山　一朗
皮膚免疫アレルギー疾患の治療戦略：breakthrough 2018 
　……………………………東北大学大学院医学系研究科神経・感覚器病態学皮膚科学分野教授　　相場　節也

皮膚アレルギー疾患のbreakthrough

　　　　　本号では神経難病である「多発性硬化症」
について，金沢医科大学の松井真先生に特

集を立案いただいた。多発性硬化症は現時点で根治
療法はなく，国の指定難病の１つであるが，近年腸内
細菌の異常が発症にかかわる可能性が示されている。
　肥満やアレルギー，喘息，精神疾患など腸管以外の 
疾患においても腸内細菌叢の乱れや多様性の減少が
指摘されており，腸内細菌はテレビなどのメディアで 
も大きく取り上げられる医療トピックスである。国立
精神・神経医療研究センターの研究では，多発性硬化

症の患者（再発寛解型20名）は腸内細菌の中のクロス
トリジウム属細菌が著しく少ないことが報告されて
おり，この腸内細菌群の異常を是正することで，予後
改善・発症予防につながる可能性があるとしている。
　腸内細菌研究の進展をさらに期待したいところで
あるが，腸内細菌叢の異常はファストフードの普及
など食生活の西欧化や，冷蔵庫の普及とそれに伴う
発酵食品の衰退に起因するとも言われている。利便
性の向上には文明病という対価が伴うことも肝に銘
じる必要があるのかもしれない。�（ H）

編集
後記

2026/09/26 16:54:30


